
沖縄・普天間基地の閉鎖・全面返還と 

名護新基地建設の中止を求める署名 

内閣総理大臣 鳩山 由紀夫 殿 

【要請趣旨】 

 今、沖縄県の住宅地の真中にあり、「世界一危険」といわれる米軍普天間基地の返還をめぐる問

題が焦点化しています。昨年 11 月、普天間を抱える宜野湾市の伊波洋一市長は、重要な事実を明

らかにしました。普天間の「移設先」は「名護新基地建設で」とした 06 年の日米合意と同じ時期

に、米軍は普天間の部隊・航空機とも実は米領グアムに移転するという「計画」を発表していた事

実です。そもそも外国の軍隊が半世紀以上にもわたり駐留していること自体が異常である上に、こ

の事実は、名護に普天間の替わりの新基地を建設したり、県内外に「移設先」を探したりする根拠

がもはや存在しないということを意味しています。同時に、日本政府がなぜこのことを国民に明ら

かにせずに、名護新基地建設に固執してきたのかということも問われます。 

 普天間の返還は、すでに 96 年のＳＡＣＯ(沖縄における施設および区域に関する特別行動委員

会)で合意された内容です。「危険だから閉鎖」するはずが13年間も放置され、04年には沖縄国際

大学の構内に普天間基地の米軍ヘリが墜落するという事故まで起きています。鳩山内閣は今年５月

までに「移設先」の結論を出すとしていますが、私たちは、もう基地のたらい回しを認めることは

できません。また、名護の海域には絶滅の危機にあるジュゴンが生息しています。国際自然保護連

合(ＩＵＣＮ)は 08年会議で日本にジュゴン保護を求める決議を採択し、今年を「国際ジュゴン年」

としました。日本政府がこれに誠実にこたえることを含め、私たちは以下のことを要請します。 

【要請事項】 

１．沖縄普天間基地の即時閉鎖・全面返還を米国政府に要求すること 

２．名護新基地建設を中止すること 

３．ＩＵＣＮ決議を尊重し、ジュゴンの保護を実施すること 
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